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1．はじめに
　正倉院正倉（以下，正倉と称する）は奈良時
代創建の古代建築で，元は東大寺の倉庫として
建てられた。正倉はヒノキ造りで，高床式の本
瓦葺き，寄棟造の建築物で，大きさは間口が
33.1 m，奥行きが 9.3 m，総高が 13.7 m，床下
高は2.7 mである。内部は北倉，中倉，南倉の
3つに仕切られ，各倉2階建てとなっている。2
階階上には北倉・中倉・南倉とを横断する屋根
裏が存在する。壁の造りは，北倉と南倉は三角
材を桁組した校倉造りで，中倉は板倉造りであ
る。扉は各倉東側にそれぞれ1ヶ所ずつ東側に
設けられている。正倉には正倉院宝物と呼ばれ
る，聖武天皇遺愛の品々や東大寺大仏開眼会で
使用された仏具などが納められ，奈良時代以
来，開扉に天皇の勅許を必要とする，勅封倉と
して管理された。正倉院宝物は，1968年に鉄骨
鉄筋コンクリート造りで建てられた西宝庫に移
されるまでの約1200年にわたり，正倉内にて
保管されていた。
　正倉内の保存環境に関する調査として，温湿
度に関する調査1）2）3）が行われた。また，正倉内
ならびに正倉院構内にて空気中に含まれる菌類
についても調査が行われた 4）5）。しかし，虫に
関しては1948～1951年および1965年に行われ
た調査での宝物および宝物周辺で発見された昆
虫種の報告 6）7）のみで，これまで正倉内に関す
る本格的な調査報告はない。そのため正倉内に
おける害虫の生息状況については，未だ不明な
点が多い。木造建築物における害虫調査とし
て，日光の歴史的木造建造物にて近年調査が行
われ，木造建造物に被害を及ぼす害虫に関して
報告されている 8）9）10）。そこで，本研究では正
倉院宝物が正倉内のどのような環境で保存され
てきたかを解明するため，虫に焦点を当てた調

査を実施した。なお，本稿で表現する「虫」は
昆虫ならびにクモ類，ダニ類などを含む広義的
な「虫」を意味する。調査は粘着トラップを使
用して，虫の存在の有無を確認し，虫が存在す
る場合には虫の種類を特定した。また，季節ご
との虫の推移と，虫が捕獲された場所とその数
とを比較し，正倉内における虫の生息環境を把
握するとともに，宝物を保存してきた正倉の建
造物としての役割を考察した。

2．調査方法
　調査は 2018 年 1 月 10 日～2021 年 1 月 14 日
にかけて，正倉内にて行った。調査には粘着ト
ラップ（イカリ消毒（株）社製 インセクトトラッ
プ）を使用し，北倉，中倉，南倉の各 1 階，2
階および屋根裏の床上にトラップを計 55 個設
置し，室内壁面あるいは展示ケースに添わせる
ように均等にトラップを設置した（図 1）。設
置トラップの交換は 1 月，4 月，7 月，9 月の
年 4 回とし，各交換月の中旬にトラップ交換を
行った。1 月に回収したトラップは，前年 9 月
から 1 月中旬までの調査期間となり，季節では
冬と表現した。その他の調査期間は，4 月回収
トラップは 1 月中旬～4 月中旬の調査期間で春，
7 月回収トラップは 4 月中旬～7 月中旬の調査
期間で夏， 9 月回収トラップは 7 月中旬～9 月
中旬の調査期間で秋とした。調査時に回収した
トラップに捕獲された虫（昆虫類の他にムカデ
類，ヤスデ類，ワラジムシ類，クモ類，ダニ類，
ヤモリ類も含む）については，ルーペ，実体顕
微鏡を用いて綱もしくは目レベルの同定を行う
とともに，その数を数えた。文化財害虫につい
ては，科もしくは種の同定を行った。捕獲され
た虫の数を評価する方法として，1 日 1 トラッ
プ当たりの捕獲個体数を表す捕獲指数 11）を用
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いた。また，過去に宝物の収納容器として使用
された杉製の櫃である唐櫃についても，正倉北
倉 2 階の床上に置かれている唐櫃内（103.8×
74.7×44.5 cm3）の床板上にトラップ 1 個を設
置して調査を行った。

3．結果と考察
3.1　正倉内で捕獲された虫の数
　本調査の結果，正倉内全域で虫の捕獲が認
められた。約一年間に捕獲された虫の総数は，
2018年は7,820匹，2019年は7,643匹，2020年は
3,931匹であった（表1）。捕獲指数は，2018年
は0.39匹／日，2019年は0.38匹／日，2020年は
0.20匹／日であり，2018年と2019年の捕獲指
数は同水準であった（表2）。2020年の捕獲指
数が2018年および2019年と比べて約0.2匹／日

少ないのは，2020年のチャタテムシ類の捕獲数
が2018年および2019年と比べて少なかったた
めである。2020 年にチャタテムシ類の捕獲数
が少なかった要因は不明である。
　各調査期間における捕獲数を比較すると，
春・夏にあたる4～7月と7～9月に捕獲数は集
中し，その数は年間捕獲数のうち93％を占め
た（図2）。一般的に春季・夏季は気温上昇をは
じめとして虫の活動に適した環境となるため虫
の数が増加する季節である。正倉内も野外と同
様に春季・夏季にて虫の生息数が増加したもの
と考えられる。
　北倉・中倉・南倉と倉ごとを比較すると，北
倉は中倉・南倉と比べて少なく，6～8割の捕獲
数であった。1階・2階・屋根裏を比較すると，
1階の捕獲数が2階・屋根裏と比べて多かった。

文化財の虫菌害85号（2023年6月）
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ただし，シミ類は屋根裏での捕獲数が最も多
かった。

3.2　正倉内で捕獲された虫の種類
　正倉の野外に面する校木や垂木，束柱などに
は，ハチ類や甲虫類による被害痕が認められる
が，本調査期間中において正倉内で木造建築物
を加害する虫の捕獲は認められなかった。

　正倉内で捕獲された虫の種類を調査した結
果，優占種はチャタテムシ類であった（図3）。
チャタテムシ類に次いで多く捕獲が認められ
たのはクモ類であり，3年間の調査期間中に捕
獲された虫の総数のうち79％をチャタテムシ
類とクモ類とが占めた。チャタテムシ類，ク
モ類以外では，ナガヒョウホンムシ Ptinus 
japonicus，カツオブシムシ類，シバンムシ類，

正倉院正倉内における虫の生息調査

表1　正倉内での虫の捕獲数

調査年
調査日数
（日）

北　倉 中　倉 南　倉 合　計
（匹）1階 2階 屋根裏 1階 2階 屋根裏 1階 2階 屋根裏

2018年 363 747 659 537 1,214 848 727 1,204 930 954 7,820 

2019年 367 753 802 574 1,251 1,067 579 1,063 883 671 7,643 

2020年 370 380 374 333 510 432 384 613 463 442 3,931 

表2　正倉内での虫の捕獲数（捕獲指数表記）

調査年
調査日数
（日）

北　倉 中　倉 南　倉 平　均
（匹／日）1階 2階 屋根裏 1階 2階 屋根裏 1階 2階 屋根裏

2018年 363 0.34 0.30 0.25 0.56 0.39 0.29 0.55 0.43 0.44 0.39

2019年 367 0.34 0.36 0.26 0.57 0.48 0.23 0.48 0.40 0.30 0.38

2020年 370 0.17 0.17 0.15 0.23 0.19 0.15 0.28 0.21 0.20 0.20

図2　各調査期間における虫の捕獲推移
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トビムシ類，ダニ類，ハエ類，ガ類，ハチ類，
アリ類，甲虫類，カメムシ類，ヨコバイ類，ゴ
キブリ類，ダンゴムシ類，ヤスデ類，バッタ・
コオロギ類が捕獲された。また，同定不可能な
状態まで食害された虫も捕獲された。虫以外で
はヤモリ類の捕獲も認められた。文化財害虫で
チャタテムシ類に次いで多く捕獲されたのはシ
ミ類であった。
　チャタテムシ類，シミ類，トビムシ類は多湿
な環境を好む虫であるとともに捕獲された個体
は無翅であるため，野外に生息するものが都度
正倉内に侵入して捕獲されたということは考え
にくい。そのため，チャタテムシ類，シミ類，
トビムシ類は正倉内で定着しているものと考え
られる。また，他の虫を餌とするクモ類とカツ
オブシムシ類についても，クモ類は正倉内での

捕獲数の多さから，カツオブシムシ類は幼虫の
捕獲が中心であることから，それぞれ正倉内で
定着しているものと考えられる。

3.3　チャタテムシ類の捕獲数
　チャタテムシ類は正倉内全域で捕獲が認め
られた。約一年間に捕獲されたチャタテムシ
類の数は，2018年は4740匹，2019年は5404匹，
2020年は1733匹であった。各年の捕獲数を捕
獲指数で表すと，2018年は0.24匹／日，2019年
は 0.27 匹／日，2020 年は 0.09 匹／日となった

（表3）。約一年間に捕獲された虫総数に対する
チャタテムシ類の捕獲割合は，2018年は61％，
2019 年は 71％，2020 年は 44％であった。年 4
回の各調査時における捕獲数をみると，4～7月
調査時と7～9月調査時に捕獲が集中しており，

チャタテムシ類
（61.2%）

ガ類（0.6%）

シミ類（4.0%）

クモ類（18.0%）

トビムシ類
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ヒメマルカツオブシム（1.1%）

ハチ類（0.6%）
ダニ類（0.5%）

ヒメカツオブシムシ（0.3%）
ナガヒョウホンムシ（0.2%）

ゴキブリ類（0.1%）
その他（0.8%）

図３ 捕獲虫の割合
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表3　正倉内でのチャタテムシ類の捕獲数（捕獲指数表記）

調査年
調査日数
（日）

北　倉 中　倉 南　倉 平　均
（匹／日）１階 ２階 屋根裏 １階 ２階 屋根裏 １階 ２階 屋根裏

2018年 363 0.20 0.15 0.14 0.40 0.27 0.18 0.33 0.28 0.20 0.24

2019年 367 0.24 0.22 0.16 0.45 0.40 0.13 0.34 0.29 0.19 0.27

2020年 370 0.06 0.07 0.06 0.10 0.08 0.06 0.14 0.12 0.09 0.09

図3　捕獲虫の割合
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4～7月調査時と7～9月調査時の捕獲数を合わ
せると，チャタテムシ類全捕獲数の 98％を占
めた。北倉・中倉・南倉と倉ごとの捕獲数を比
較すると，中倉・南倉と比べて北倉の捕獲数が
少なかった。1階・2階・屋根裏を比較すると，
1階の捕獲数が2階，屋根裏と比べて多かった。
チャタテムシ類が正倉内に定着したのは，正倉
内1階・2階の相対湿度は年平均で約67％，年
最高湿度は 95％であるため 3），食菌性である
チャタテムシ類12）にとって正倉内の湿度環境が
好適環境であることが影響していると考えられ
る。また，正倉は人が出入りする場合以外は扉
が閉じられているため，通常では正倉内には光
が入らず，光を嫌うチャタテムシ類の好む環境
となることもチャタテムシ類が定着した要因と
考えられる。

3.4　クモ類の捕獲数
　クモ類は正倉内全域で捕獲が認められた。約
一年間に捕獲されたクモ類は，2018年は1,118
匹，2019年は1,200匹，2020年は1,171匹であっ
た。各年の捕獲数を捕獲指数で表すと，2018年，
2019年，2020年いずれの年も0.06匹／日となっ
た（表4）。約一年間に捕獲された虫総数に対す
るクモ類捕獲割合は，2018年は14％，2019年
は16％，2020年は30％であった。年4回の各調
査時における捕獲数をみると，4～7月調査時と
7～9月調査時に捕獲が集中しており，4～7月
調査時と7～9月調査時の捕獲数を合わせると，

クモ類全捕獲数の81％を占めた。

3.5　シミ類の捕獲数
　シミ類は正倉内全域で捕獲が認められた。約
一年間に捕獲されたシミ類の数は，2018 年は
421匹，2019年は258匹，2020年は97匹であっ
た。各年の捕獲数を捕獲指数で表すと，2018年
は0.02匹／日，2019年は0.01匹／日，2020年は
0.01匹／日未満となった。約一年間に捕獲され
た虫総数に対するシミ類の捕獲割合は，2018年
は5％，2019年は3％，2020年は2％であった。
年4回の各調査時における捕獲数をみると，4～
7 月調査時と 7～9 月調査時に捕獲が集中して
おり，4～7月調査時と7～9月調査時の捕獲数
を合わせると，シミ類全捕獲数の92％を占め
た。2018 年は各調査時にて捕獲が認められた
が，2019年ならびに2020年は，1～4月調査時で
の捕獲は認められなかった。北倉・中倉・南倉
の倉ごとの捕獲数を比較すると，北倉・南倉と
比べて中倉の捕獲数が少なかった。1階・2階・
屋根裏を比較すると，1階・2階と比べて，屋根
裏の捕獲数が多かった。シミ類がチャタテムシ
類とは異なり，屋根裏にて捕獲が多いのは，1・
2階は毎年清掃が実施されるため，屋根裏には
1・2階と比較してシミ類の餌となり得る木屑
が多いことが影響していると考えられる。

3.6　ハエ類の捕獲数
　ハエ類は正倉内全域で捕獲が認められた。約

正倉院正倉内における虫の生息調査

表4　正倉内でのクモ類の捕獲数（捕獲指数表記）

調査年
調査日数
（日）

北　倉 中　倉 南　倉 平　均
（匹／日）1階 2階 屋根裏 1階 2階 屋根裏 1階 2階 屋根裏

2018年 363 0.06 0.05 0.04 0.07 0.06 0.05 0.08 0.07 0.04 0.06

2019年 367 0.06 0.07 0.04 0.07 0.06 0.05 0.08 0.07 0.04 0.06

2020年 370 0.06 0.07 0.05 0.07 0.07 0.04 0.06 0.05 0.04 0.06

表5　正倉内でのシミ類の捕獲数（捕獲指数表記）

調査年
調査日数
（日）

北　倉 中　倉 南　倉 平　均
（匹/日）1階 2階 屋根裏 1階 2階 屋根裏 1階 2階 屋根裏

2018年 363 0.01 0.03 0.03 0.01 0.02 0.02 0.01 0.01 0.04 0.02

2019年 367 0.00 0.02 0.02 0.00 0.00 0.02 0.00 0.01 0.03 0.01

2020年 370 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.01 0.00
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一年間におけるハエ類の捕獲数は，2018 年は
533匹，2019年は337匹，2020年は349匹であっ
た。各年の捕獲数を捕獲指数で表すと，2018年
は0.03匹／日，2019年は0.02匹／日，2020年は
0.02匹／日であった（表6）。年4回の各調査時
における捕獲数をみると，4～7月調査時と7～9
月調査時に捕獲が集中しており，4～7月調査時
と7～9月調査時の捕獲数を合わせると，ハエ
類全捕獲数の71％を占めた。野外には一般的
に生息するハエ類が正倉内では1日当たり平均
0.02匹の捕獲状況であることから，野外に生息
する飛翔性の虫の正倉内への侵入数は少ないこ
とが明らかとなった。正倉が高床式構造である
こと，正倉の開扉頻度が年に数回と制限されて
いることが飛翔性の虫の正倉内への侵入防止に
有効であることが認められた。

3.7　その他虫の捕獲状況
　トビムシ類，カツオブシムシ類は正倉内に定
着していると考えられる。ナガヒョウホンム
シ，シバンムシ類，ガ類，ハチ類，アリ類，甲
虫類，ヨコバイ類，ゴキブリ類，ダンゴムシ類，
ヤスデ類，ダニ類，ヤモリ類は野外に生息する
個体が正倉内に侵入し捕獲されたと考えられ
る。カツオブシムシ類は正倉内各所で毎年捕獲
が認められた。捕獲数は2018年，2019年とも
に113匹で，2020年は58匹であった。カツオブ
シムシ類の捕獲は幼虫が中心であったため，カ
ツオブシムシ類は正倉内の他害虫死骸を餌とし
て正倉内に定着していると考えられる。カツオ
ブシムシ類以外の文化財害虫の捕獲数は，ナガ
ヒョウホンムシが各年十数匹，ゴキブリ類が各
年10匹未満，シバンムシ類が1匹（2018年）で
あった。

3.8　唐櫃内での虫の捕獲状況
　正倉北倉2階内の唐櫃で捕獲された虫を調査
した結果，約一年間における唐櫃内で捕獲さ
れた虫の数は，2018年は78匹，2019年は84匹，
2020年は39匹であった。各年の捕獲数を捕獲
指数で表すと，2018年は0.21匹／日，2019年は
0.23匹／日，2020年は0.11匹／日であった。優
占種はチャタテムシ類であった。チャタテム
シ類以外に捕獲された虫はクモ類とハエ類で
あり，それぞれの捕獲数は，クモ類は2019年
に4匹，2020年に1匹，ハエ類は2020年に1匹
であった。約一年間におけるチャタテムシ類の
捕獲数は，2018年は78匹，2019年は80匹，2020
年は37匹であった。各年の捕獲数を捕獲指数
で表すと，2018年は0.21匹／日，2019年は0.22
匹／日，2020年は0.1匹／日である。唐櫃のあ
る北倉2階で約一年間に捕獲された虫の数は， 
2018 年は 659 匹， 2019 年は 802 匹， 2020 年は
374匹であった。各年の捕獲数を捕獲指数で表
すと， 2018年は0.3匹／日， 2019年は0.36匹／ 
日，2020 年は 0.17 匹／日である。約一年間に
おけるチャタテムシ類の捕獲数は，2018 年は
316匹，2019年は494匹，2020年は145匹であっ
た。各年の捕獲数を捕獲指数で表すと，2018年
は0.15匹／日，2019年は0.22匹／日，2020年は
0.07 匹／日である。各年のチャタテムシ類の
捕獲指数は，北倉2階と唐櫃内とでは同水準で
あった。唐櫃内で捕獲された虫の数（捕獲指数）
は北倉2階と比べて少なく，また唐櫃内で捕獲
された虫の種類が正倉内と比べて限定的であっ
たことから，唐櫃は正倉院宝物の保存容器とし
て虫の侵入防止に有効であったことが確認され
た。ただし，チャタテムシ類のような微小な虫
は隙間から唐櫃内への侵入が可能であることも
確認された。

文化財の虫菌害85号（2023年6月）

表6　正倉内でのハエ類の捕獲数（捕獲指数表記）

調査年
調査日数
（日）

北倉 中倉 南倉 平均 
（匹／日）１階 ２階 屋根裏 １階 ２階 屋根裏 １階 ２階 屋根裏

2018年 363 0.04 0.04 0.01 0.04 0.03 0.01 0.03 0.02 0.02 0.03

2019年 367 0.02 0.04 0.01 0.02 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.02

2020年 370 0.02 0.01 0.01 0.03 0.02 0.01 0.03 0.02 0.01 0.02
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4．おわりに
　本研究により，木造建築物を加害する文化財
害虫の正倉内での定着は現在認められないこと
を確認した。また，高床式の造りや扉の開閉頻
度の制限といった正倉のもつ特徴は，虫の正倉
内への侵入防止に効果的であることも判明し
た。正倉院宝物を収めていた唐櫃も害虫の侵入
防止に効果があった。一方，チャタテムシ類や
クモ類など特定の虫が正倉内に定着していた。
食菌性の虫や一定の湿度環境を好む虫にとって
は，正倉内がその生態に適した環境であると推
測される。本研究により，約1200年間にわたっ
て正倉院宝物を取り巻く環境について，虫の生
息状況から明らかにした。本研究が，正倉と同
様に木造建築物内で宝物を保存する神社仏閣を
はじめとして，文化財を保存する各施設におい
て，保存環境づくりの一助となれば幸いであ
る。
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